
平成27年3月25日

【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　
C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

１．①一般教養科目

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

日本の話芸 ０３９ ② ② ② ② ② ② 2 AとB

フランス文化論 ０７５ ② ② ② ② ② ② 1 AとB

経済学基礎 ② ② ② 1 C

総合教養研究A ② ② ② ② 3 C

総合教養研究B ② ② ② ② 3 C

総合教養研究C ② ② ② ② 3 C

New England Studies
(S)

１３３ ② ② ② － B：区分の追加と備考欄変更

Discussion of American Issues (S) １３４ ② ② ② － B：区分の追加と備考欄変更

New England Studies
(F)

１４５ ② ② ② － B：区分の追加と備考欄変更

Discussion of American Issues (F) １４６ ② ② ② － B：区分の追加と備考欄変更

TOEIC Preparation １４７ ② ② ② － B：区分の追加と備考欄変更

Community Service: Theory and Practice ② ② ② 2 C

Exploring NPOs in Boston ② ② ② 2 C

World Religions Practiced in America ② ② ② 2 C

Japan from an American Perspective ② ② ② 2 C

Immigration Issues in America ② ② ② 2 C

Eco Tourism ② ② ② 2 C

The Culture of Global Marketing ② ② ② 2 C

Gender in the Workplace ② ② ② 2 C

World Geography and Political Systems ② ② ② 2 C

Learning Through Technology ② ② ② 2 C

TOEIC Strategies ② ② ② 2 C

Advanced TOEIC Strategies ② ② ② 2 C

Debate ② ② ② 2 C

Creative Writing ② ② ② 2 C

Sustainable Lifestyles ② ② ② 2 C

Journalism ② ② ② 2 C

Culture of the Americas ② ② ② 2 C

Off-campus College Course(S) ② ② ② 2 C

留
学
に
関
す
る
科
目

（日文・歴文は専門）※英語力基準あり

（日文・歴文は専門）※英語力基準あり

※英語力基準あり

健康は指定科目

（日文は専門）

（日文は専門）※英語力基準あり

ボストン研修2期目対象科目　※英語力基準あ
り

春
期
ボ
ス
ト
ン
・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
科
目

(現代は専門）※国際は1セメスター目指定科目

※英語力基準あり

(日文は専門）

（日文・歴文は専門）

（日文は専門）※英語力基準あり

（日文・歴文は専門）

（日文は専門）

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）

P64、67

授業科目

整
理
番
号

学　部

平成25年度　学生便覧　正誤表（第13回）

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合：○○○・・・
変更内容は、各コードでご確認ください。

ボ
ス
ト
ン
必
修
科
目

　　　　　１５週間ボストンプログラム参加学生対
象

　　　　　（英コミ・国際・ビジネスを除く、現代は
専門）

※英語力基準あり

総
合
教
養

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位 単位 単位 単位

社会を識る 歴文を除く

思索と表現
H26度まで前期開講
H27度から後期開講

くらしと地域
H26度まで前期開講
H27度から後期開講

開
講
中
心
年
次

履
修
可
能
範
囲
等

備考



American Stories in Music ② ② ② 2 C

Understanding Disabilities ② ② ② 2 C

Urban Studies ② ② ② 2 C

American Women of Today ② ② ② 2 C

Environmental Issues ② ② ② 2 C

Volunteering: Theory and Practice ② ② ② 2 C

Business English ② ② ② 2 C

Public Speaking ② ② ② 2 C

Travel English ② ② ② 2 C

Showa News Blog ② ② ② 2 C

Advertising and Public Relations ② ② ② 2 C

Hospitality and Services Management ② ② ② 2 C

American Culture through Movies ② ② ② 2 C

Broadway Musical Theater ② ② ② 2 C

Children's Literature ② ② ② 2 C

Japanese Art in Boston ② ② ② 2 C

Survey of American Film ② ② ② 2 C

European Art History ② ② ② 2 C

Teaching about Japan ② ② ② 2 C

Teaching Japanese ② ② ② 2 C

History of Japanese and American Relations ② ② ② 2 C

Healthcare Design ② ② ② 2 C

Nonverbal Communication ② ② ② 2 C

Off-campus College Course(F) ② ② ② 2 C

Boston Spring Extension A １４２ ① ① ① － B：区分の追加と備考欄変更

Boston Spring Extension B １４３ ① ① ① － B：区分の追加と備考欄変更

Boston Spring Extension C １４４ ① ① ① － B：区分の追加と備考欄変更

Boston Fall Extension A １５４ ① ① ① － B：区分の追加と備考欄変更

Boston Fall Extension B １５５ ① ① ① － B：区分の追加と備考欄変更

Boston Fall Extension C １５６ ① ① ① － B：区分の追加と備考欄変更

留
学
に
関
す
る
科
目

※ボストン15週プログラムに参加する健康デザイン学科の学生は、卒業要件外の単位となる。

（ビジネスは専門）※英語力基準あり

（ビジネスは専門）※英語力基準あり

（ビジネスは専門）※英語力基準あり

（日文は専門）

健康は指定科目

ボ
ス
ト
ン
延
長
プ
ロ
グ
ラ
ム

（日文・歴文は専門）※英語力基準あり

（日文は専門）

　　　　　１５週間ボストンプログラム参加学生対
象
　　　　（英コミ・国際・ビジネスを除く、現代は専
門）

秋
期
ボ
ス
ト
ン
・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
科
目

(歴文・ビジネスは専門）※英語力基準あり

(ビジネスは専門）※英語力基準あり

（現代・ビジネスは専門）※国際は１セメスター
目指定科目

（日文は専門）

（日文・歴文は専門）

（歴文は専門）※英語力基準有

（日文・歴文は専門）

（日文・歴文は専門）

（日文は専門）

（ビジネスは専門）ボストン研修2期目以降対象
科目※英語力基準あり

（日文・歴文は専門）※英語力基準あり

緑色の部分はこれ以前の訂正内容



【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　
C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

１．③図書館に関する科目

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

図書館サービス特論 ０１４ ① ① ① ① ① 3 ★♯ AとB

図書館情報資源特論A ０１５ ① ① ① ① ① 3 ★♯ AとB

図書館情報資源特論B ０１６ ① ① ① ① ① 3 ★♯ AとB

図書・図書館史 ０１７ ① ① ① ① ① 3 ★♯ AとB

図書館施設論 ０１８ ① ① ① ① ① 3 ★♯ AとB

学校経営と学校図書館 ０１９ ② ② ② ② ② ② 3 ★♯ AとB

学習指導と学校図書館 ０２０ ② ② ② ② ② ② 3 ★♯ AとB

学校図書館メディアの構成 ０２１ ② ② ② ② ② ② 3 ★♯ AとB

読書と豊かな人間性 ０２２ ② ② ② ② ② ② 3 ★♯ AとB

情報メディアの活用 ０２３ ② ② ② ② ② ② 3 ★♯ AとB

１．④外国語科目（大学）

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

イタリア語（文法Ⅰ） ① ① ① 2 C

イタリア語（文法Ⅱ） ① ① ① 2 C

１．⑤外国語科目（留学先で修得した外国語科目の単位認定）

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

Intensive Enlish A ② ② ② ② ② ② - ★ C

Intensive Enlish B ① ① ① ① ① ① - ★ C

外
国
語

ボ
ス
ト
ン
オ
プ

シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
(英コミ、国際、ビジネスは対象外）

A、Bどちらか一方のみ履修可

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位 単位 単位 単位

外
国
語

P76

授業科目

整
理
番
号

学　部 開
講
中
心
年
次

履
修
可
能
範
囲
等

備考

P74

授業科目

整
理
番
号

学　部 開
講
中
心
年
次

履
修
可
能
範
囲
等

備考

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位 単位 単位 単位

司
書
　
選
択
科
目

司
書
教
諭
科
目

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位 単位 単位 単位

P71

授業科目

整
理
番
号

学　部 開
講
中
心
年
次

履
修
可
能
範
囲
等

備考

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合：○○○・・・
変更内容は、各コードでご確認ください。

A,Bいずれ

か一方の
2科目2単

位選択必

修

1セメスター

1セメスター開講



【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　
C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

3. 日本語日本文学科

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

古典のとびら ０１０ ② ② ② ② 1 C

現代文化論（ポップカルチャー） ② ② ② ② ② ② 2 ◎ C

Examining Japanese Culture, Old and New ② ② ② 2 ◎ C

World Religions Practiced in America ② ② ② 2 C

Japan from an American Perspective ② ② ② 2 C

Immigration Issues in America ② ② ② 2 C

Eco Tourism ② ② ② 2 C

The Culture of Global Marketing ② ② ② 2 C

Gender in the Workplace ② ② ② 2 C

World Geography and Political Systems ② ② ② 2 C

Journalism ② ② ② 2 C

Culture of the Americas ② ② ② 2 C

American Culture through Movies ② ② ② 2 C

Broadway Musical Theater ② ② ② 2 C

Children's Literature ② ② ② 2 C

Japanese Art in Boston ② ② ② 2 C

European Art History ② ② ② 2 C

Teaching about Japan ② ② ② 2 C

Teaching Japanese ② ② ② 2 C

History of Japanese and American Relations ② ② ② 2 C

Nonverbal Communication ② ② ② 2 C

サブカルチャー論 ② ② ② ② ② ② 3 ◎ E

サブカルチャー論A ② ② ② ② ② ② 3 ◎同 C

サブカルチャー論B ② ② ② ② ② ② 3 ◎ C

日

本

語

教

育

言
語 日韓対照研究 ０９７ ② ② ② 32 ◎ A

基

礎

・

ス

キ

ル

科

目

H26年度まで開講

（歴文）

緑色の部分はこれ以前の訂正内容

　　　　３科目（６単位）を選択履修

総
合
科
目

　　　　ボストン秋季１５週間参加学生は

履
修
可
能
範
囲
等

備考

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位 単位 単位 単位

H26年度から後期開講

　　　　ボストン春季１５週間参加学生は

　　　　３科目（６単位）を選択履修

授業科目

整
理
番
号

P79,81
学　部 開

講
中
心
年
次

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合：○○○・・・
変更内容は、各コードでご確認ください。



【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　
C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

４．英語コミュニケーション学科

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

アメリカ社会研究B
アメリカの社会と文化

０５８ ② ② 3 ◎学同 E

アメリカ社会研究C
アメリカの社会と宗教

０５９ ② ② 3 ◎学同 E

アメリカ現代史Ⅱ
アメリカ現代史（英語）

０６０ ② ② 3 同 E

ビジネスコミュニケーション研究
A

② ② ② ② 3 同 C

ビジネスコミュニケーション研究
B

② ② ② ② 3 C

ビジネスコミュニケーション研究
C

② ② ② ② 3 C

ビジネスコミュニケーション研究
D

② ② ② ② 3 C

異文化コミュニケーション（英
語）

１２１ ② ② 3 ◎同 E

開発と環境（英語） １２２ ② ② 3 ◎同 E

開発援助と経済Ⅱ
開発援助（英語）

１２３ ② ② 3 ◎同 E

Introduction to American
Business

2 ◎ B

Intensive Enlish A ② ② ② 2 ★ C

Intensive Enlish B ① ① ① 2 ★ C

海外語学演習AⅠ～X ② ② ② ② ② ② ② 2 ★ C

海外語学演習BⅠ～X ① ① ① ① ① ① ① 2 ★ C

海外講義（専門）AⅠ～X ② ② ② ② ② ② 2 ★ C

海外講義（専門）BⅠ～X ① ① ① ① ① ① 2 ★ C

ボストン・ビジネスイングリッシュ ② ② ② ② 2 ◎ B

P.８８ボストンキャンパス科目の下の区分に追加

（再掲）②

英
米
文
学
・
文
化

（国際）

（国際）

（国際）

（国際）

（国際）

（国際）

主
専
攻
科
目
群

留
学
関
連
科
目

ｻﾏｰｾｯｼｮﾝ参加者対象科目
一般教養科目として履修

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

（ビジネス）

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位 単位 単位 単位

P84～88

授業科目

整
理
番
号

学　部 開
講
中
心
年
次

履
修
可
能
範
囲
等

備考

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合：○○○・・・
変更内容は、各コードでご確認ください。

再掲



【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　
C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

５. 歴史文化学科

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

日本中世史特論 ② ② ② ② ② ② ② ② 2 ◎ C

日本建築史（飛鳥から江戸） ② ② ② 1 ◎ C

サブカルチャー論A ② ② ② ② ② ② 3 ◎同 C

英語による日本文化史 ② ② ② 3 ◎ C

Japan from an American Perspective ② ② ② 2 C

Eco Tourism ② ② ② 2 C

Gender in the Workplace ② ② ② 2 C

World Geography and Political Systems ② ② ② 2 C

American Women of Today ② ② ② 2 C

Survey of American Film ② ② ② 2 C

Broadway Musical Theater ② ② ② 2 C

Japanese Art in Boston ② ② ② 2 C

European Art History ② ② ② 2 C

Teaching about Japan ② ② ② 2 C

History of Japanese and American Relations ② ② ② 2 C

ヨーロッパ歴史演習B ① ① ① ① ① ① ① ① 2 ◎★ C

ボストン履修科目

美
術
・

伝
統
文
化

奇数年開講

（日文）

ボストン履修科目

ボストン履修科目

海
外

研
修

ボストン履修科目

歴史

ボストン履修科目

ボストン履修科目

ボストン履修科目

ボストン履修科目

ボストン履修科目

ボストン履修科目

ボストン履修科目

P89～92

授業科目

整
理
番
号

学　部 開
講
中
心
年
次

履
修
可
能
範
囲
等

備考
１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位 単位 単位 単位

夏季または春季集中講義、隔年開講

奇数年開講

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合：○○○・・・
変更内容は、各コードでご確認ください。

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）



【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　
C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

６．国際学科

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

B

B

Speaking and Listening (S) ② 2 C

Grammar and Writing (S) ② 2 C

Reading (S) ② 2 C

New England Studies (S) ② 2 C

Discussion of American Issues (S) ② 2 C

Language（S） ② 2 C

Boston Spring Extension A ① 2 C

Boston Spring Extension B ① 2 C

Boston Spring Extension C ① 2 C

Speaking and Listening (F) ② 2 C

Grammar and Writing (F) ② 2 C

Reading (F) ② 2 C

New England Studies (F) ② 2 C

Discussion of American Issues (F) ② 2 C

TOEIC　Preparation ② 2 C

Language (DIS-F) ② 2 C

Boston Fall Extension A ① 2 C

Boston Fall Extension B ① 2 C

Boston Fall Extension C ① 2 C

Speaking and Listening (ISH) ② 2 C

Grammar and Writing (ISH) ② 2 C

Reading(ISH) ② 2 C

New England Studies(ISH) ② 2 C

Discussion of American Issues (ISH) ② 2 C

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合：○○○・・・

レ
ギ

ュ
ラ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム

変更内容は、各コードでご確認ください。

P94～98

授業科目

整
理
番
号

学　部 開
講
中
心
年
次

履
修
可
能
範
囲
等

備考

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位 単位 単位 単位

左記の科目に加え、
レギュラープログラム期間中に
一般教養科目2科目（4単位）を
選択履修する。（うち１セメス
ター目は指定科目あり）
〔科目リストはⅢ開設授業科目
一覧１．②一般教養科目（留学
に関する科目）に掲載〕

〔区分〕
　　複言語＞　外国語＞　地域言語＞　アジア言語

中国語履修者１４単位選択必
修

韓国語履修者１４単位選択必
修

整理番号　０４１　から　０５２　までの　備考欄

整理番号　０５３　から　０６４　までの　備考欄

左記の科目に加え、
レギュラープログラム期間中に
一般教養科目2科目（4単位）を
選択履修する。
〔科目リストはⅢ開設授業科目
一覧１．②一般教養科目（留学
に関する科目）に掲載〕

延
長
プ
ロ
グ
ラ
ム

ボ
ス
ト
ン
イ
マ
ー
ジ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
F

レ
ギ

ュ
ラ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム

左記の科目に加え、
レギュラープログラム期間中に
一般教養科目３科目（６単位）
を
選択履修する。（うち１セメス
ター目は指定科目あり）
〔科目リストはⅢ開設授業科目
一覧１．②一般教養科目（留学
に関する科目）に掲載〕

　　複言語＞　外国語

延
長
プ
ロ
グ
ラ
ム

ボ
ス
ト
ン
イ
マ
ー
ジ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
S
I

I
S
 
H
o
n
o
r
s

(

F

)

レ
ギ

ュ
ラ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム



ISH Projects ② 2 C

Language (DIS-F) ② 2 C

Boston Fall Extension A ① 2 C

Boston Fall Extension B ① 2 C

Boston Fall Extension C ① 2 C

Speaking and Listening (S) ② 3 C

Grammar and Writing (S) ② 3 C

Reading(S) ② 3 C

New England Studies(S) ② 3 C

Discussion of American Issues (S) ② 3 C

DIS Projects ② 3 C

Language (DIS-S) ② 3 C

Boston Spring Extension A ① 3 C

Boston Spring Extension B ① 3 C

Boston Spring Extension C ① 3 C

Speaking and Listening (ISH) ② 3 C

Grammar and Writing (ISH) ② 3 C

Reading(ISH) ② 3 C

New England Studies(ISH) ② 3 C

Discussion of American Issues
(ISH)

② 3 C

ISH Projects ② 3 C

Language (DIS-S) ② 3 C

Boston Spring Extension A ① 3 C

Boston Spring Extension B ① 3 C

Boston Spring Extension C ① 3 C

Intensive English A ② ② ② 2 ★ C

Intensive English B ① ① ① 2 ★ C

海外語学演習A　Ⅰ～X ② ② ② ② ② ② ② ② ２・３ ★ C

海外語学演習B　Ⅰ～X ① ① ① ① ① ① ① ① ２・３ ★ C

海外演習（専門）A　Ⅰ～X ② ② ② ② ② ② ② ② ２・３ ★ C

海外演習（専門）B　Ⅰ～X ① ① ① ① ① ① ① ① ２・３ ★ C

海外講義（専門）A　Ⅰ～X ② ② ② ② ② ② ② ② ２・３ ★ C

海外講義（専門）B　Ⅰ～X ① ① ① ① ① ① ① ① ２・３ ★ C

左記の科目に加え、
レギュラープログラム期間中に
一般教養科目2科目（4単位）を
選択履修する。
〔科目リストはⅢ開設授業科目
一覧１．②一般教養科目（留学
に関する科目）に掲載〕

左記の科目に加え、
レギュラープログラム期間中に
一般教養科目2科目（4単位）を
選択履修する。
〔科目リストはⅢ開設授業科目
一覧１．②一般教養科目（留学
に関する科目）に掲載〕

留
学
関
連
科
目

延
長
プ
ロ
グ
ラ
ム

ボ
ス
ト
ン
イ
マ
ー

ジ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
S
Ⅱ

レ
ギ

ュ
ラ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム

延
長
プ
ロ
グ
ラ
ム

I
S
 
H
o
n
o
r
s

(

S

)

レ
ギ

ュ
ラ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム

延
長
プ
ロ
グ
ラ
ム

複言語＞外国語＞海外語学演習を下記と差し替える１１３～１１６

左記の科目に加え、
レギュラープログラム期間中に
一般教養科目2科目（4単位）を
選択履修する。
〔科目リストはⅢ開設授業科目
一覧１．②一般教養科目（留学
に関する科目）に掲載〕

I
S
 
H
o
n
o
r
s

(

F

)

レ
ギ

ュ
ラ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム



複
言

語
日
本

語 文章トレーニング基礎 １１７ 1 1 1 ★ B

国際社会論B １２５ ② ② 3　2 AとB

日本社会概論A １２７ ② ② 3　１ ◎ AとB

日本社会概論B １２８ ② ② 3 ◎ AとB

地
域

研
究

ア
ジ

ア 中国現代史Ⅰ １４３ ② ② ２・３ AとB

中国社会研究A １４５ ② ② ２・３ AとB

中国文化概論 ② 2 C

韓国現代史Ⅰ １４８ ② 2 E

韓国現代史Ⅱ ② 3 C

韓国社会研究C ② 3 C

開発援助と経済Ⅱ １５４ ② ② 3 同 AとB

国際開発協力 ② 3 ◎ C

ビ
ジ

ネ
ス

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（DD） ④ ④ 3 C

情
報

メディアコミュニケーションⅠ １６７ 1 1 1 ★ B

卒業演習 １８４ ① ① ① ３・４ A

　・必修科目の開講年次の学期にボストン留学する者は、ボストンキャンパス科目を履修する。

４．認定留学について

　学科の必修留学プログラム、および大学が認定する留学プログラムにおいて修得した単位は、３０単位を上限として卒業要件単位として認める。

５．日本語関連科目について

　国際学科開設選択科目の中で「日本語教育関連科目」の表示がある科目は日本語教育専攻に必要な科目として読
み替えること（ダ
　ブルカウント）ができる。なお、詳細については日本語日本文学科に問い合わせること。

３．国際学科の必修科目取り扱いについて、下記のとおり定めるものとする。

1年前期もしくは後期のいずれ
か
に履修する
日本語教育関連科目（隔年開講）
H26年度まで2年次開講
H27年度から3年次開講

国
際
社

会
・

多
文
化

共
生

日
本
研
究

日本語教育関連科目（隔年開
講）
H26年度まで1年次開講

H26年度まで2年次開講
H27年度から3年次開講

H26年度まで「韓国現代史」
H27度から「韓国現代史Ⅰ」

上海交通大学ダブルディグ
リー履修者のみ

１．「グローバルキャリア（国際学科専用教養科目）」は学科専用の一般教養科目。但し、必修科目については専門科目となる。

地
域
研
究

ア
ジ
ア

国
際
社

会
・

地
域
研
究

グ
ロ
ー

バ
ル
キ

ャ

リ
ア

（
国
際
学
科

専
用
教
養
科
目

）

国
際
・

地
域
演

習

カリキュラム表外下文章部分

　・必修科目の開講年次の学期に認定留学する者は、選択科目とする。

（英コミ）H26年度まで2年次開
講
H27年度から3年次開講

1年前期もしくは後期のいずれか
に履修する　　専門科目

２．ボストンプログラム終了後、希望者はインターセッション（Advanced English:２単位）に参加することができる。

H26年度まで2年次開講
H27年度から3年次開講

H26年度まで2年次開講
H27年度から3年次開講



【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　
C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

7．ビジネスデザイン学科

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

Integrated English Course Ⅰ ００１ 2 1 B

Introduction to Business English Ⅰ ００２ 2 1 B

Integrated English Course Ⅱ ００４ 2 1 B

Introduction to Business English Ⅱ ００５ 2 1 B

グローバルビジネス基礎演習Ⅲ ０１８ 1 2 B

グローバルビジネス基礎演習Ⅳ ０１９ 1 3 B

I
C
T
／
数
理
／

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

ビジネス・ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ入門 ０２７ 1 1 B

I
C
T
／
数
理
／

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

ビジネス・ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞⅠ ０２８ 2 1 B

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン

基
礎
力
／

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

産業の分析／成長企業の強み０３０ 2 2 B

Business English Ⅰ ０３１ 2 2 B

Business English Ⅱ ０３２ 2 3 B

Advanced Business English A ① 3 C

Advanced Business English B ① 3 C

ホスピタリティ・マネジメントⅠ ② 3 C

ホスピタリティ・マネジメントⅡ ② 3 C

組
織
づ

く
り
／

ビ
ジ
ネ

ス
5
つ

の
知 経営理念と企業倫理 ② 3 C

アカウンティングⅠ／企業の財務と情報公開 ０４４ ② 2 E

アカウンティングⅡ／経営管理と会計 ０４５ ② 3 E

グロ－バル人材の育成 ０４６ ② 3 同 B

グローバルビジネス特論Ｈ ０４９ ② ② 3 同 Ａ

グローバル発想とリーダーシップ
／海外で通用するビジネスﾘｰﾀﾞｰ ０５０ ② 2 E

グローバルビジネス特論Ｑ ② 3 ◎ C

グローバリゼーションと日本経済の課題 ０５８ ② 3 ◎ B

労働の法と経済学 ② 3 C

Ｉ

Ｃ

Ｔ

／

数

理

／

ビ

ジ

ネ

ス

ス

キ

ル ビジネスのための数学 ② 3 C

Intensive English A ② ② ② ② ② ② ② ② ２・３ Ｃ

Intensive English Ｂ ① ① ① ① ① ① ① ① ２・３ Ｃ

プロジェクト演習Ⅱ ０７５ Ｃ

顧
客
づ
く
り
／

ビ
ジ
ネ
ス
５
つ

の
知

経
営
資
源
づ
く
り
／

ビ
ジ
ネ
ス
5
つ
の
知

卒論プロ
ジェクト

卒業要件単位に含めることはできない

展
開
科
目
群

基
礎
科
目
群

当該学期の認定留学者は選択科目とす
る

当該学期の認定留学者は選択科目とする

（英コミ：ビジネスコミュニケーション研究Ａ）

卒業要件単位に含めることはできない
留学関連

視
野
づ
く
り
／

ビ
ジ
ネ
ス
5
つ
の

知

経
済
学
的
思
考

／
ビ
ジ
ネ
ス
５

つ
の
知

グ
ロ
ー

バ

ル
ビ
ジ
ネ

ス
演
習

〔２×２〕６クラス　外国語科目として履修

〔２×２〕６クラス　外国語科目として履修

ISH参加者は「ISH Project」を履修
当該学期の認定留学者は選択科目とす

る

Busine
ss

Englis
h

〔２×２〕一般教養科目として履修
ISH参加者は「Speaking and Listening(ISH)」を
履修
当該学期の認定留学者は選択科目とする。

６クラス

６クラス

〔２×２〕一般教養科目として履修
当該学期の認定留学者は選択科目とする。

英
語
／
イ
ン
テ
ン
シ

ブ
〔２×２〕６クラス　外国語科目として履修

〔２×２〕６クラス　外国語科目として履修

備考

ISH参加者は「Showa　News　Blog」を履
修

当該学期の認定留学者選択科目とする

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）

１年次

P99,100

授業科目

整
理
番
号

学　部

緑色の部分はこれ以前の訂正内容

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合：○○○・・・
変更内容は、各コードでご確認ください。

２年次 ３年次 ４年次
単位 単位 単位 単位

開
講
中
心
年
次

履
修
可
能
範
囲
等



【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　
C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

８．心理学科

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

日本中世史 ０８０ ② ② ② ② ② ② ② ② 2
同
◎
学

B：H27度から適用

９．福祉社会学科

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前期 後期

コ
ー

ス

別

専

門

科

目

子

ど

も

家

庭

支

援

コ
ー

ス

専

門

科

目 レクリエーション理論 １３２ ② 1 同 ◇ B：H27度から適用

【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　
C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

１０．現代教養学科

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

社会をみる目 ０１０ 2
2
２

1 ★ A：H27度から両期開講

メディアをみる目 ０１１
2
２

2 1 ★ A：H27度から両期開講

文化をみる目 ０１５ 2
2
２

1 ★ A：H27度から両期開講

行政と地方自治 ０２０ ② ② ② ② 3 同★ AとB

市民社会の法（法を考える） ０２１
②
②

②
②
②

② 2 ★ A：H27度から両期開講

現代政治論 ０２５ ② ② ② ② ② ② 3 同★ AとB

現代経済（世界と日本） ０２６ ② ② 3 B

社会科学の数学 ０２７
②
②

②
②
②

② 2 ★ A：H27度から両期開講

新聞で知る日本と世界 ０２８ ② ② 1 ◎ B

社会貢献と企業メセナ ０３０ ② ② ② 1 ★ A

現代政治と政治学 ０３１ ② ② ② ② 2
◎同
★ AとB

グローバル社会の政治経済学０３２ ② ② 2 ◎ B

国際理解入門 ０３３ ② ② 1 ◎ B

公共政策と文化 ０３４ ② ② 2 ◎同 B

TOEIC　Preparation A ０３６ ① ① ① ① ① ① ２・３ ★ AとB

TOEIC　Preparation B ０３７ ① ① ① ① ① ① ２・３ ★ AとB

TOEIC　Preparation C ０３８ ① ① ① ① ① ① ２・３ ★ AとB

TOEIC　Preparation D ０３９ ① ① ① ① ① ① ２・３ ★ AとB

２クラス　社会・公民必修

２クラス

２クラス

(心理）偶数年開講

隔年開講

隔年開講

（福祉）

社会・公民必修

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合：○○○・・・

３年次 変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）

備考

P110～117

授業科目

整
理
番
号

学　部 開
講
中
心
年
次

履
修
可
能
範
囲
等

４年次
単位 単位 単位

３年次
単位

開
講
中
心
年
次

履
修
可
能
範
囲
等

学　部

単位

変更内容は、各コードでご確認ください。

備考

（福祉）隔年開講（偶数年）

１年次 ２年次

学
科
全
般
科
目
群

履
修
可
能
範
囲
等

教
科
専

門
科
目

備考

　　2単位選択必修（初教）

コース別
履修方法

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）

P108

授業科目

整
理
番
号

学　部 開
講
中
心
年
次

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位 単位 単位 単位

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）

単位 単位 単位
１年次 ２年次

P102

４年次
整
理
番
号

（歴文・現代）偶数年度開講

授業科目

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合：○○○・・・
変更内容は、各コードでご確認ください。

（歴文）奇数年開講社会・公民選択必修



ｿ

ｰ

ｼ

ｬ

ﾙ

・

ス

タ

デ

ィ
ー

ズ 地域社会の活性化（農村） ０４２ ② ② 2 ◎ B
メ

デ

ィ

ア

・

ス

タ

デ

ィ
ー

ズ 文学と社会 ０５２ ② ② 2 ◎ B

ｿ

ｰ

ｼ
ｬ

ﾙ
・

ス
タ

デ

ィ
ー

ズ 環境と地域づくり ０６８
②
②

②
②
②

② 3 ★ AとB

メディア理論 ０７５ ②
②
②

②
②
②

3 ★ AとB

デジタルメディア論 ０７７
②
②

②
②
②

② 3 ★ AとB

地域研究（環地中海） ０８９ ②
②
②

②
②
②

２・３ ★ AとB

地域研究（アジア） ０９０ ② ② ２・３ 同 B
日

本

語

表

現

・

表

現

科

目

群

選

択

必

修 日本語表現（話し方/ナレーション） １７５ ② ② ② ② ② ② 2 ★ AとB

Speaking and Listening (S) ② ② ② ― 同 C

Grammar and Writing (S) ② ② ② ― 同 C

Reading (S) ② ② ② ― 同 C

New England Studies (S) ② ② ② ― 同 C

Discussion of American Issues (S) ② ② ② ― 同 C

Community Serivice: Theory and Practice ② ② ② ― 同 C

Speaking and Listening (F) ② ② ② ― 同 C

Grammar and Writing (F) ② ② ② ― 同 C

Reading (F) ② ② ② ― 同 C

New England Studies (F) ② ② ② ― 同 C

Discussion of American Issues (F) ② ② ② ― 同 C

TOEIC　Preparation ② ② ② ― 同 C

Volunteering: Theory and Practice ② ② ② ― 同 C

日本中世史 ２０３ ② ② ② ② ② ② 2
同◎
学 B

日本近世史 ２０４ ② ② ② ② ② ② 2
同◎
★ B

日本女性史 ２１１ ② ② ② ② ② ② 2 同★ B

文化人類学概論 ２１３ ② ② ② ② 1 同◎ B

英語研究概論A ２１７ ② ② ② 1 同 A

英語研究概論B ２１８ ② ② 2 同 A

形態論 ２２０ ② ② ② ② 3 同 A

社会言語学 ２２３ ② ② ② 3 同 A

英米文学・文化概論A ２２６ ② ② ② ② ② 1 同 A

英米文学・文化概論B ２２７ ② ② ② ② ② 2 同 A

英米詩 ２３１ ② ② ② ② 3 同 A

ｲｷﾞﾘｽ文化研究 ２３４ ② ② ② ② 3 同 A

Film Criticism ２３６ ② ② ② ② 3 同 A

Language of Advertising ２３８ ② ② ② ② 3 同 A

セミナー

セミナー(歴文）

学
科
基
礎
科

目
群

左記の科目に加え、
レギュラープログラム期間中に
一般教養科目３科目（６単位）
を
選択履修する。
〔科目リストはⅢ開設授業科目
一覧１．②一般教養科目（留学
に関する科目）に掲載〕

左記の科目に加え、
レギュラープログラム期間中に
一般教養科目３科目（６単位）
を
選択履修する。
〔科目リストはⅢ開設授業科目
一覧１．②一般教養科目（留学
に関する科目）に掲載〕

緑色の部分はこれ以前の訂正内容

（歴文・心理）偶数年開講

（歴文・心理・国際）

中
学
・
高
校
　
　
　
英
語

（英コミ・国際）

レ
ギ

ュ
ラ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム

ボ
ス
ト
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

レ
ギ

ュ
ラ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム

中
学
社
会

教
科
専
門
科
目

ボストンプログラム　Fall 15 レギュラープログラム　整理番号１５５　から　１６６　まで　すべて下記の表と差し替える

ボストンプログラム　Spring 15 レギュラープログラム　整理番号１４０　から　１５１　まで　すべて下記の表と差し替える

（英コミ）

（歴文・心理）隔年開講

（歴文・心理）隔年開講

（英コミ・国際）

（英コミ・国際）

（英コミ・国際）

（英コミ・国際）

（英コミ・国際）

（英コミ・国際）

（英コミ）

（英コミ）

グ

ロ
ー

バ

ル

・

ス

タ

デ

ィ
ー

ズ

メ

デ

ィ
ア

・

ス

タ

デ

ィ
ー

ズ

学
科
展
開
科
目
群



【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　
C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

11．初等教育学科

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

現

代

社

会

に

お

け

る

教

育

教

養

人権教育 ０１５ ② ② ② ② ② ② ② ② 1 ◎ （省略） A

児童文学 ０２６ ① ① 3 ◎ （省略） A

小学校英語活動指導法 ０２８ ① ① 3 ★ （省略） A

国語科教育法演習 ０６１ ① ① 3 （省略） A

社会科教育法演習 ０６３ ① ① 3 （省略） A

算数科教育法演習 ０６５ ① ① 3 （省略） A

理科教育法演習 ０６７ ① ① 3 （省略） A

生活科教育法演習 ０６９ ① ① 4　３ （省略） A

音楽科教育法演習 ０７１ ① ① 4　３ （省略） A

図工科教育法演習 ０７３ ① ① 4　３ （省略） A

家庭科教育法 ０７４ ② ② ２　３ （省略） A

家庭科教育法演習 ０７５ ① ① ① 4　３ （省略） A

体育科教育法演習 ０７７ ① ① 4　３ （省略） A

道徳教育演習 ０７９ ① ① 4　３ （省略） A

特別活動演習 ０８１ ① ① 4　３ （省略） A

選

択

必

修

科

目

保

育

士

資

格

科

目

保

育

の

内

容

・

方

法

に

関

す

る

項

目

レクリエーション理論 １３８ ② ② 2 同 AとB

【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　
C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

12．環境デザイン学科

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

食物学概論（栄養学を含む） ００４ ② ② ② ② ② ② 1 ◎ △A △A △A △A △A 〔家〕教職資格希望者優先
健康・管理を除く：H27度から適用 B

居住福祉論 ０７８ ② ② ② ② 3 ◇ ◇ ◇ A

デッサンⅡ １２８ ① ① ① ① 1 ★ ◇ ◇ ◇ ◇ B

デザイン企画演習Ⅱ1 １４３ ② 3 ◇ ◇ 〔4〕 B

デザイン企画演習Ⅱ2 １４４ ② 3 ◇ ◇ 〔4〕 B

デザイン企画演習Ⅲ １４５ ② 4 ◇ ◇ 〔4〕 B

プロダクトデザイン演習Ⅲ １６２ ② 4 ◇ 〔4〕 B

プロダクトデザイン特別演習 １６３ ① 4 ◇ D

感性デザイン演習 ２１９ ① ① 4 △K △K △K △K D

プロダクトコミュニケーション演習 ① ① 4 △K △K △K △K C

トータルプロデュース演習 ① ① 4 △K △K △K △K C

3

年

次

専

門

講

義

科

目

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合：○○○・・・

単位 単位 単位 単位

教
育
技
能

教
育
臨
床

小
学
校

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

学
部
学
科
履
修
条
件

備考

学
科
共
通
科
目

H27度から前期閉講、後期開講

開
講
中
心
年
次

履
修
可
能
範
囲
等

（福祉）
H27度から前期閉
講、後期開講

変更の内容
（追加・変更・削除の別

など）
（担当教員の変更は除

く）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位 単位 単位 単位

学　部

備考

建築・ｲﾝﾃﾘｱ
ﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰｽ

建
築

グ
ル
ー

プ

建
築
・
イ
ン

テ
リ
ア

グ
ル
ー

プ

プ
ロ
ダ
ク
ト

デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス

服
飾
デ
ザ
イ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス開
講
中
心
年
次

履
修
可
能
範
囲
等

デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
デ

ュ
ー

コ
ー

ス

P123～128

P118,119,121

授業科目

整
理
番
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
課
程
及
び
指
導
法
に
関
す
る
科
目

小
学
校
・
幼
稚
園
免
許
科
目
¶
教
職
に
関
す
る
科
目
¶
第
4
欄

変更内容は、各コードでご確認ください。

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）

1

年

次

専

門

講

義

科

目

学　部

卒
業
研
究
関

連
演
習
科
目

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合：○○○・・・
変更内容は、各コードでご確認ください。

授業科目

整
理
番
号

デ
ザ
イ
ン
関
係
演
習
科

目



【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　
C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

１３．健康デザイン学科

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

基礎調理学及び実習 ０１０ ② ② ② ② ② ② ② ② 1 A：H27度から適用

調理科学 ０３３ ② ② ② ② ② ② ② ② 1 A：H27度から適用

バイオテクノロジー ０５５ ② ② ② ② ② ② 2 A：H27度から適用

皮膚科学 ０６１ ② ② ② ② 3 ★ AとB：H27度から適用

住居学A ０８９ ② ② ② ② 1 ◎ B：H27度から適用

被服学A ０９２ ② ② ② ② 1 ◎ B：H27度から適用

被服学B ０９３ ② ② ② ② 2 ◎ B：H27度から適用

１4．管理栄養学科

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

化学実験 ００６ ① ① ① ① ① ① ① ① 1 A

１６．⑪環境デザイン研究専攻　修士課程

前
期

後
期

建築生産計画論 ０１６ ② ② B

デザイン実務演習（M)A１（インターンシップ） ０１９ ④ ④ B

デザイン実務演習（M)A2（インターンシップ） ０２０ ④ ④ B

デザイン実務演習（M)B（インターンシップ） ０２１ ② ② B

整
理
番
号

学　部 開
講
中
心
年
次

建築設計（デザイン・構造・設備）・
工事管監理に関する実務

授業科目

整
理
番
号

学　部 開
講
中
心
年
次

履
修
可
能
範
囲
等

備考

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）

P159

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位 単位 単位 単位

授業科目

整
理
番
号

備考

基
礎
科
目

（
専
門
関

連
科
目

）

〔４〕健康デザイン学科専用教養科目、ただし家
庭科教員免許希望者は専門教育科目にするこ
とができる。

給
食
の

運
営

◇

履
修
可
能
範
囲
等

備考
１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位 単位 単位 単位

基
礎
科
目

（
専
門
関

連
科
目

）

●〔４〕H27度から前期開講、後期閉講

§♪

単位
建築士

実務関連

半期のみ開講

△

△

副　　　題

P135

▲ｂ
建築設計（デザイン・構造・設備）・
工事管監理に関する実務

建
築
環
境
系
研
究
コ
ー

ス

▲
インターンシップと直結した建築施工・

工事管監理・契約実務等・技術者倫理な
ど

▲ｂ
建築設計（デザイン・構造・設備）・
工事管監理に関する実務

▲ｂ

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合：○○○・・・
変更内容は、各コードでご確認ください。

△

感
覚
領
域

家
庭
科
教
員
免
許
科
目

P131～133

授業科目

変更の内容
（追加・変更・削除の別な

ど）
（担当教員の変更は除く）



【変更内容コード】　 A：開講期・開講中心年次の変更　B：履修可能範囲・備考欄の文言追加修正　
C:科目の追加　D：科目の削除　E：その他（文言追加/削除等）

Ⅳ　諸資格の取得

〔変更内容コード：E〕

５．建築士指定科目群

前
期

後
期

2

2

2

2

環境心理学＜後期＞ ◇

造園

「造園」と「測量」の間に移動

測量

◇

◇

◇

P202

変更部分は赤字で掲載しています。（例）文言削除の場合：○○○・・・
変更内容は、各コードでご確認ください。

単位

必要単位 履修条件科目名


